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きらりとひかる田園都市みさと

論点

問　

本
庁
舎
１
、
２
階
部
分
の
み
の

補
強
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
庁
舎
全
体
と
し
て
の
補
強
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

本
庁
舎
の
上
層
階
が
危
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
が
、

今
回
の
調
査
で
、
上
の
重
さ
を
支
え

る
下
の
階
の
補
強
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
吹
き
抜
け

構
造
だ
と
全
体
と
し
て
軽
量
化
が
図

ら
れ
て
い
る
た
め
、
結
果
的
に
補
強

箇
所
は
少
な
く
て
済
ん
だ
。
外
部
工

事
が
終
わ
っ
た
ら
、
別
契
約
で
内
部

工
事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

問　

工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
ま

た
、
工
事
中
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

契
約
後
、
受
注
者
に
は
速
や
か

に
現
地
調
査
を
し
て
も
ら
い
、
来
庁

者
の
安
全
確
認
や
業
務
の
影
響
を
考

慮
し
つ
つ
、
履
行
期
限
内
の
工
事
と

な
る
よ
う
協
議
し
て
い
く
。
来
庁
者

の
安
全
確
保
の
た
め
に
囲
い
を
設
置

し
、
誘
導
員
に
つ
い
て
も
配
置
す
る
。

〈
内
容
〉

　

熊
本
地
震
の
よ
う
に
大
地
震
が
連

続
で
起
き
て
も
業
務
に
支
障
が
な
い

よ
う
三
郷
市
役
所
本
庁
舎
の
耐
震
工

事
を
行
う
も
の
で
す
。

※�

金
額
が
大
き
い
契
約
を
結
ぶ
場
合

は
、
議
会
の
議
決
が
必
要
で
す
。

▽�

本
会
議
や
委
員
会
で
は
次
の
よ
う

な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

過
去
の
議
会
の
一
般
質
問
で
は
、

市
庁
舎
は
耐
震
構
造
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
た
め
、
大
地
震
に
も
十
分
耐

え
う
る
と
い
う
答
弁
だ
っ
た
が
、
な

ぜ
ま
た
耐
震
工
事
を
す
る
の
か
。

答　

市
庁
舎
は
新
耐
震
基
準
で
建
て

ら
れ
て
い
る
が
、
熊
本
地
震
に
お
い

て
震
度
７
が
２
回
起
こ
り
、
市
庁
舎

が
倒
壊
す
る
事
例
も
あ
っ
た
。
市
庁

舎
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、
ま
た

災
害
時
の
業
務
継
続
を
考
え
、
耐
震

の
判
定
値
を
基
本
の
０
・
６
か
ら
市

内
小
中
学
校
と
同
等
の
０
・
７
５
ま

で
上
げ
て
補
強
工
事
を
す
る
。

議
案
第
59
号
　
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

９月定例会

９/3〜25

９月定例会には、市長から「工
事請負契約の締結について」
など16議案が提出され、原案
どおり可決しました。

９
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
特
に
市
民
の
方
々
に
関
連
の
深
い
議
案
が
、
ど
の
よ
う
に
審
議
さ
れ
た
か
、
そ
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
庁
舎
の
耐
震
力
を
さ
ら
に
強
化

市
民
の
暮
ら
し
を
ま
も
る
庁
舎
へ

吹き抜け構造部分 市役所１階の諸証明交付窓口

みさと市議会だより  第175号
平成30年11月15日発行2



論点

工事中はご迷惑をおかけ
しますが、よろしくお願
いいたします。

問　

最
低
制
限
価
格
の
積
算
根
拠
は
。

答　

ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
防
止
を
目

的
に
、
国
土
交
通
省
が
事
務
局
と

な
っ
て
い
る
中
央
公
共
工
事
契
約
制

度
運
用
連
絡
協
議
会
の
基
準
モ
デ
ル

を
参
考
に
積
算
し
た
。

問　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

か
っ
て
鉄
鋼
を
使
う
工
事
が
多
数
行

わ
れ
、
材
料
費
な
ど
が
高
騰
し
て
い

る
。
価
格
の
見
直
し
を
適
宜
行
わ
な

い
と
入
札
へ
の
影
響
が
出
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
が
。

答　

入
札
へ
の
影
響
が
出
な
い
よ

う
、
埼
玉
県
で
も
積
算
標
準
単
価
の

見
直
し
を
随
時
行
っ
て
お
り
、
市
で

も
、
そ
の
最
新
の
積
算
標
準
単
価
を

使
用
し
、
発
注
前
に
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議
で

は
、常
任
委
員
長
が
委
員
会
の
審

査
内
容
を
報
告
し
、採
決
の
結
果
、

議
案
第
59
号
は
全
議
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

【工事請負契約の概要】
工事名 三郷市役所本庁舎耐震補強工事（外部）

工事場所 三郷市花和田648番地１
履行期限 平成31年６月28日
契約金額 １億8,014万４千円

契約の相手方 株式会社会澤工務店　三郷営業所　
取締役三郷営業所長　　澤　りえ子

工事の内容 本庁舎北側及び南側の１、２階の外壁に外付鉄骨ブレースを16箇所設置する

正面玄関側（北側）

市民広場側（南側）

➡

➡

三郷市役所本庁舎耐震補強工事（外部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事概要：外壁に外付鉄骨ブレースを16箇所設置する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡例： 　　　設置位置を示す

設置予定場所

3
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きらりとひかる田園都市みさと

　議案第68号「平成29年度三郷市一般会計歳入歳出決
算認定について」では、決算額は、歳入491億2,352万
円（前年度比2.8％増）、歳出459億8,716万円（前年度
比3.4％増）となりました。この議案は、本会議での上程
説明及び質疑を行った後、各常任委員会での審査の要
旨をお知らせします。

☆�三郷中央地区交流施設整備
等事業

☆�がん検診事業（ピロリ菌検診
等）

☆避難行動要支援者支援事業
☆保育所等整備推進事業
☆防犯のまちづくり推進事業
☆�地方創生推進事業（観光情報
誌作成）

☆下第二大場川改修事業
☆陸上競技場の整備
☆ＡＥＤ普及推進事業
☆�小・中学校体育館の天井、照
明灯の耐震化等

☆電子図書館の導入

平成29年度の主な事業

歳入区分 説　　　明
市 税  市民税、固定資産税など
国 庫 支 出 金  特定の事業のために国から交付
市 債  市が長期にわたって借りるお金
繰 越 金  前年度一般会計からの繰り越し
県 支 出 金  特定の事業に対して県から交付
繰 入 金  基金や特別会計からの繰り入れ
地方消費税交付金  県の地方消費税収入の中から交付
地 方 交 付 税  財政状況に応じて国から交付

市税
217億7,597万円
44.3％

国庫支出金
77億1,351万円
15.7％

市債
35億6,535万円
7.3％

繰越金
32億7,309万円
6.7％

県支出金
25億4,410万円
5.2％

繰入金
23億9,055万円
4.9％

地方消費税交付金
21億4,808万円
4.4％

諸収入
20億2,713万円　4.1％

地方交付税
10億2,592万円　2.1％

その他
26億5,982万円　5.3％

歳　入

平成29年度決算を認定
税金の使い方を確認しました

491億
2,352万円

お
り
、
こ
の
ほ
か
三
郷
市
の
登
録

者
10
名
の
計
13
名
で
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
は
市
民
が
手
話
に

触
れ
る
機
会
を
さ
ら
に
増
や
す
な

ど
、
手
話
の
普
及
に
つ
い
て
市
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

児
童
扶
養
手
当
不
正
受
給
の
防

止
策
と
し
て
家
庭
訪
問
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、こ
ど
も
医
療
費
は
、

支
給
人
数
は
増
え
て
い
る
も
の
の

金
額
は
減
っ
て
お
り
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
薬
品
の
普
及
啓
発
等
に
よ

り
１
人
あ
た
り
の
金
額
が
抑
え
ら

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
討
論
と
し
て
、「
年
金
や
介
護

保
険
料
な
ど
の
負
担
が
増
え
る
一

方
で
、高
齢
者
の
福
祉
事
業
な
ど
、

積
極
的
に
事
業
の
拡
充
を
図
る
点

が
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
反

対
す
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

て
い
る
。
今
後
、
団
員
が
増
え
る

よ
う
様
々
な
施
策
を
検
討
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
討
論
と
し
て
、「
納
税
者
の
意

見
を
聞
き
、
無
理
な
徴
収
は
慎
む

べ
き
で
あ
り
反
対
す
る
」
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

　

産
後
う
つ
を
客
観
的
に
み
る
指

標
と
し
て
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
産
後
う

つ
病
質
問
票
（
Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
に
よ

る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
実
施

し
て
い
る
。
子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ほ
ほ
え
み
も
で
き
て
相
談
体
制

も
整
っ
て
き
た
の
で
、
今
後
さ
ら

な
る
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　

手
話
通
訳
の
嘱
託
職
員
は
３
名

　

歳
入
で
は
、
平
成
29
年
度
の
市

税
の
不
納
欠
損
は
、
件
数
２
５
６

２
件
、
平
均
額
５
万
４
４
７
０
円

で
あ
っ
た
。

　

歳
出
で
は
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

事
業
に
お
い
て
、
新
宿
駅
東
口
の

大
型
モ
ニ
タ
ー
を
は
じ
め
都
内
各

所
で
15
秒
間
の
三
郷
市
Ｐ
Ｒ
動
画

を
平
成
29
年
７
月
及
び
平
成
30
年

１
月
の
２
か
月
間
放
映
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
で

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
付

が
で
き
る
よ
う
納
付
環
境
の
充
実

を
図
っ
た
。

　

消
防
団
維
持
事
業
で
は
、
消
防

団
員
の
人
数
は
定
数
３
６
０
人
に

対
し
３
１
３
人
で
、
47
人
不
足
し

三郷市のＰＲ動画（豊洲駅）

�

《
総
務
常
任
委
員
会
》

都
内
各
所
で

三
郷
市
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
放
映

�

《
市
民
福
祉
常
任
委
員
会
》

産
後
う
つ
や
子
育
て
の
悩
み
に

さ
ら
な
る
対
策
を
検
討

みさと市議会だより  第175号
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テ
ム
が
設
置
し
て
あ
る
。
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
な
ど
に
よ
り
、
ポ

ン
プ
の
稼
働
状
況
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
、
故
障
な
ど
が
発
生
す

る
と
メ
ー
ル
通
報
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

上
口
調
節
池
に
て
整
備
を
進
め

て
い
た
陸
上
競
技
場
公
園
が
、
こ

の
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
総
工

費
は
設
計
・
施
工
あ
わ
せ
て
約
23

億
円
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
討
論
と
し
て
、「
開
発
関
連
事
業

を
優
先
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、水

路
整
備
、市
営
住
宅
の
戸
数
増
な

ど
を
も
っ
と
推
進
す
べ
き
で
あ
り

反
対
す
る
」な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

を
す
る
な
ど
し
、
い
じ
め
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　
討
論
と
し
て
、「
農
業
の
担
い

手
不
足
や
農
地
の
縮
小
が
課
題
で

あ
り
、
ふ
れ
あ
い
型
農
業
推
進
事

業
や
販
売
促
進
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
支
援

を
も
っ
と
充
実
す
べ
き
で
あ
り
反

対
す
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

雨
水
対
策
と
し
て
、
市
内
の
排

水
ポ
ン
プ
場
に
は
中
央
監
視
シ
ス

　

 

災
害
備
蓄
品
整
備
事
業
で
は
、

備
蓄
品
に
粉
ミ
ル
ク
な
ど
が
あ

り
、
お
湯
の
確
保
策
と
し
て
、
埼

玉
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
と
協
定
を
結
ん
で

お
り
、
災
害
時
に
は
避
難
所
へ
優

先
供
給
を
行
う
。

　

い
じ
め
不
登
校
対
策
事
業
で

は
、「
か
ら
か
い
」
も
含
め
児
童

生
徒
が
心
身
の
苦
痛
を
感
じ
て
い

る
も
の
を
「
い
じ
め
」
と
定
義
し
、

認
識
を
新
た
に
し
た
。
児
童
会
・

生
徒
会
で
は「
い
じ
め
撲
滅
宣
言
」

平成29年度

平成29年度　一般会計・特別会計　決算審査概要

歳出区分 説　　　明
民生費  老人福祉費、保育所費、生活保護など
総務費  防災や防犯、住民票の交付、選挙費など
土木費  道路や河川、公園整備などに使うお金
公債費  市債の返済金
教育費  学校教育費、体育施設の管理・運営費など
衛生費  ゴミの収集や予防接種など
消防費  消火・救急活動などに使うお金
その他  議会費、商工費、農林水産業費など

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療

公共下水道事業

上水道事業

歳入 191億5,149万円
歳出 186億7,359万円

歳入 81億1,823万円
歳出 78億8,418万円

歳入 13億1,882万円
歳出 12億7,198万円

歳入 47億 698万円
歳出 44億9,268万円

※  歳入 30億7,290万円
歳出 34億7,579万円

　審査では、法定外一般会計繰入額の一人あたり
の金額と県内順位について、平成29年度は一人あ
たり20,574円で県内市町村中10位であるとのこと
でした。
　討論として、「国に対し財政支援を増額するよう強
く求めるべきであり反対する」などがありました。

　審査では、平成29年度から総合事業が始まった
が、現在は現行相当サービスのみ実施している。今
後、入浴サービスの実施に向けて準備していると
ころであるとのことでした。
　討論として、「サービスの質の低下が要介護状態
を招くことのないようきめ細やかな対応を求め、
反対する」などがありました。

　審査では、平成29年度末の一人あたりの保険料
は、当初賦課ベースで71,161円となり、特例軽減の
縮小の影響は保険料歳入全体で3,840万円である
とのことでした。
　討論として、「特例軽減の縮小を見直すこと、余剰
金を活用して保険料を引き下げることを広域連合に
要望することを求め、反対する」などがありました。

　審査では、平成29年度末の水洗化人口は約11万
人である。これに対し水洗化率は約89％であり、約
１割が未接続になっているとのことでした。
　討論として、「下水道事業の公共性を考えれば、
特別会計方式を継続すべきであり企業会計への移
行は反対である」などがありました。

　審査では、水道事業会計では次年度の不納欠損
に備えて、貸倒引当金を計上しているとのことで
した。
　討論として、「分担金は収益的収入として取り扱
うべきであり、水道料金の値上げにつながること
から反対する」などがありました。
※決算額は収益的収支と資本的収支の合計額です。

歳　出
459億

8,716万円

民生費
198億8,409万円
43.2％

総務費
73億1,479万円
15.9％

土木費
56億172万円　12.2％

公債費
44億635万円　9.6％

教育費
32億9,303万円
7.2％

衛生費
22億6,659万円
4.9％

消防費
15億1,599万円
3.3％

その他
17億460万円　3.7％

�

《
文
教
経
済
常
任
委
員
会
》

埼
玉
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と

災
害
時
応
援
協
定

�

《
建
設
水
道
常
任
委
員
会
》

排
水
ポ
ン
プ
場
の

稼
働
状
況
を
確
認
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きらりとひかる田園都市みさと

議
員　

今
年
の
夏
も
猛
暑
が
続
い
た
な

か
、「
教
室
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
」
と

い
う
議
論
が
再
燃
し
た
。
全
国
的
な
エ

ア
コ
ン
設
置
率
は
約
50
％
で
あ
る
が
、

本
市
は
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

が
平
成
28
年
度
に
完
了
し
て
お
り
、
児

童
生
徒
の
安
心
安
全
に
繋つ
な

が
っ
て
い

る
。
他
方
で
、
特
別
教
室
や
屋
内
運
動

場
に
つ
い
て
は
、
未
だ
設
置
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。
大
き
な
財
源
が
必
要
と
な

る
が
、
国
の
メ
ニ
ュ
ー
で
「
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
」
が
あ
り
、
す
べ
て
市
債

で
賄
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
昨
今
の

日
本
列
島
を
取
り
巻
く
自
然
災
害
を
顧

み
る
と
、
近
年
大
き
な
被
害
を
受
け
る

こ
と
の
な
か
っ
た
本
市
が
、
い
つ
被
災

地
に
な
る
か
も
分
か
ら
な
い
。
災
害
時

に
は
避
難
所
と
な
る
屋
内
運
動
場
な
の

で
、
こ
の
財
源
を
活
用
し
て
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
所
見

を
伺
う
。

市
長　

特
別
教
室
へ
の
空
調
設
置
は
、

教
育
委
員
会
の
意
向
を
伺
い
、
国
の
動

向
を
見
守
る
。
ま
た
、
有
事
の
際
に
避

難
所
と
な
る
屋
内
運
動
場
へ
の
空
調
設

置
は
、
災
害
対
策
の
充
実
が
図
ら
れ
る

　市民の要望を市政に反映させるための一般質問は、各種の
行政課題を取り上げて、４日間にわたり16人の議員が活発な
論戦を展開しました。 ※記事掲載は順不同。内容は一部抜粋しています。

市政に対する
一般質問

質 問 議 員
逢澤圭一郎　　柳瀬　勝彦　　柴田　吾一　　佐藤　睦郎
加藤　英泉　　佐藤　裕之　　渡邉　雅人　　野村　浩之
佐々木　修　　鳴海　和美　　深川　智加　　佐藤　智仁
工藤智加子　　稲葉　春男　　野村　　徹　　菊名　　裕

小
中
学
校
の
屋
内
運
動
場
に

エ
ア
コ
ン
設
置
を

議
員

だ
け
で
な
く
、
さ
ら
な
る
教
育
環
境
の

向
上
に
繋つ

な

が
る
た
め
、
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
の
適
用
に
つ
い
て
、
調
査
・

研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

道
路
整
備
な
ど
。

議
員　
「
補
助
犬
」
と
は
、
目
や
耳
や

手
足
に
障
が
い
が
あ
る
か
た
の
生
活
を

お
手
伝
い
す
る
「
盲
導
犬
」・「
聴
導
犬
」・

「
介
助
犬
」
の
こ
と
で
あ
る
。
身
体
障

害
者
補
助
犬
法
に
基
づ
い
て
認
定
さ
れ

た
障
が
い
の
あ
る
か
た
の
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
。
き
ち
ん
と
訓
練
さ
れ
、
管
理

も
行
わ
れ
て
お
り
、
社
会
の
マ
ナ
ー
も

守
る
こ
と
が
で
き
て
清
潔
で
あ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
様
々
な
場
所
に
同
伴
で
き
、

補
助
犬
は
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
か
た

の
自
立
と
社
会
参
加
に
欠
か
せ
な
い
。

補
助
犬
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
補
助
犬
ユ
ー
ザ
ー
と
補

助
犬
を
社
会
の
仲
間
と
し
て
受
け
入
れ

て
い
た
だ
き
た
い
。

福
祉
部
長　

現
在
、
活
躍
し
て
い
る
補

助
犬
は
全
国
で
１
０
７
７
頭
、
埼
玉
県

内
で
は
盲
導
犬
が
48
頭
、
介
助
犬
が
２

頭
、
聴
導
犬
が
７
頭
の
合
計
57
頭
で
あ

る
。
補
助
犬
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

補
助
犬
を
育
成
す
る
訓
練
団
体
に
対
し

申
し
込
み
を
行
い
、
面
接
や
訓
練
を
経

た
後
、
指
定
団
体
の
認
定
試
験
に
合
格

す
る
と
補
助
犬
ユ
ー
ザ
ー
に
な
れ
る
。

補
助
犬
の
貸
与
は
無
償
だ
が
、
エ
サ
代
、

ワ
ク
チ
ン
等
の
医
療
費
な
ど
の
飼
育
管

理
費
は
使
用
者
の
自
己
負
担
で
あ
る
。

市
と
し
て
も
、
補
助
犬
の
活
動
等
に
つ

い
て
動
向
を
見
守
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

こ
ど
も
の
問
題
に
つ

い
て
な
ど
。

福
祉
部
長

屋内運動場にもエアコン設置を

そ
の
他
の
質
問

市
長

補
助
犬
ユ
ー
ザ
ー
と
補
助
犬
を

社
会
の
仲
間
と
し
て
受
け
入
れ
た
い

議
員

補助犬マーク

そ
の
他
の
質
問

みさと市議会だより  第175号
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一般質問

議
員　

三
郷
市
で
は
、
健
康
ア
ッ
プ
教

室
、
シ
ル
バ
ー
元
気
塾
ゆ
う
ゆ
う
コ
ー

ス
な
ど
の
介
護
予
防
事
業
を
実
施
し
て

い
る
が
、
定
員
を
上
回
る
参
加
希
望
が

あ
り
、
抽
選
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
介
護
予
防
の
取
り
組
み
に
意
欲
の

あ
る
か
た
全
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
、

会
場
や
定
員
を
増
や
す
と
と
も
に
、
要

支
援
の
か
た
が
優
先
的
に
参
加
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、
改
善
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
介
護

予
防
事
業
を
拡
充
す
る
こ
と
に
つ
い
て

伺
う
。

福
祉
部
長　

昨
年
度
か
ら
歯
科
医
師
会

介
護
予
防
事
業
の
拡
充
を

等
と
「
動
い
て
学
ん
で
い
き
い
き
ラ
イ

フ
」
な
ど
の
新
た
な
事
業
を
開
始
し
、

要
支
援
の
か
た
を
対
象
に
介
護
予
防
事

業
へ
参
加
を
促
す
取
り
組
み
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
抽
選
に
漏
れ
て
し
ま
っ
た

か
た
へ
の
対
応
と
し
て
、
各
地
域
で
あ

る
程
度
の
参
加
者
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、

指
導
者
を
講
師
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と

は
可
能
と
考
え
る
。
今
後
、
健
康
教
室

の
開
催
に
つ
い
て
は
、
回
数
や
教
室
の

内
容
、
講
師
の
派
遣
形
態
等
の
課
題
整

理
を
行
い
、
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

交
通
安
全
対
策
。

議
員　

①
全
国
的
に
相
当
数
の
自
治
体

で
普
及
し
始
め
て
い
る
、
就
学
援
助
入

学
準
備
金
前
倒
し
支
給
の
早
期
実
施
。

さ
ら
に
単
純
に
現
金
を
配
る
の
で
は
な

く
、
入
学
必
需
品
を
確
実
に
子
ど
も
た

ち
の
手
に
届
け
ら
れ
る
現
物
支
給
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。
②
徘は

い

徊か
い

高
齢
者
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援

と
し
て
、
認
知
症
に
よ
る
交
通
事
故
等

に
対
応
す
る
徘
徊
高
齢
者
個
人
賠
償
責

任
保
険
の
全
額
公
費
負
担
に
よ
る
導
入

に
つ
い
て
伺
う
。

学
校
教
育
部
長　

①
支
給
方
法
に
つ
い

て
は
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
り
、
各

学
校
で
入
学
前
に
準
備
す
べ
き
学
用
品

目
が
異
な
る
こ
と
。
ま
た
、
購
入
方
法

が
学
校
一
斉
で
あ
っ
た
り
、
個
別
購
入

で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
。
学
用
品
に
つ

い
て
は
、
金
額
の
差
が
大
き
い
こ
と
や

必
要
数
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

様
々
な
自
治
体
を
研
究
し
て
い
く
。

福
祉
部
長　

②
徘は
い

徊か
い

の
恐
れ
の
あ
る
認

知
症
の
か
た
を
介
護
す
る
家
族
の
負
担

は
非
常
に
重
い
た
め
、
損
害
賠
償
保
険

は
、
家
族
支
援
と
し
て
有
効
な
方
法
と

考
え
て
い
る
。
先
進
事
例
の
内
容
等
を

精
査
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

安
全
対
策
問
題
。

議
員　

三
郷
の
未
来
を
考
え
る
際
、
子

育
て
支
援
は
重
要
施
策
の
ひ
と
つ
と
考

え
る
。
三
郷
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
見
直
し
内
容
に
つ
い
て
伺

う
。

市
長　

近
年
、
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
当
初
計
画
と
実

際
の
保
育
需
要
が
大
幅
に
乖か

い

離り

し
、
計

画
値
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
今
後
は
、

上
方
修
正
し
た
計
画
値
に
基
づ
き
、
認

可
保
育
施
設
を
整
備
す
る
な
ど
、
子
ど

も
と
子
育
て
を
地
域
で
支
え
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

子
ど
も
未
来
部
長　

見
直
し
の
内
容
と

し
て
は
、
平
成
30
年
度
、
31
年
度
の
保

育
需
要
量
を
４
３
５
人
増
の
２
５
０
６

人
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
既
存
施
設
の

増
築
な
ど
に
よ
り
受
け
入
れ
枠
を
３
２

８
人
増
の
２
５
５
１
人
と
し
て
、
待
機

児
童
の
解
消
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
の
か
た
を
長
期

に
わ
た
り
支
援
す
る
「
子
育
て
支
援
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ほ
ほ
え
み
」
が
本
年
度
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
。
保
健
師
・
助
産
師
・

保
育
士
等
の
専
門
職
に
よ
る
総
合
相
談

窓
口
を
１
か
所
に
集
約
し
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
行
う
形
態
は
県
内

初
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問　

児
童
虐
待
防
止
に
つ

い
て
。

子育て支援ステーション ほほえみ

入
学
準
備
金
の
前
倒
し
支
給
の
早
期

実
施
と
入
学
必
需
品
の
現
物
支
給
を

ま
す
ま
す
拡
充

「
三
郷
市
子
育
て
支
援
策
」

議
員

学
校
教
育
部
長

そ
の
他
の
質
問

議
員

子
ど
も
未
来
部
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

介護予防教室のようす（文化会館）

福
祉
部
長

福
祉
部
長

議
員

市
長
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きらりとひかる田園都市みさと

議
員　

２
０
１
７
年
４
月
１
日
に
三
郷

市
こ
こ
ろ
つ
な
が
る
手
話
言
語
条
例
が

施
行
さ
れ
た
。こ
の
条
例
の
大
き
な
柱
は

「
手
話
は
言
語
で
あ
る
こ
と
の
認
識
」と

「
手
話
の
普
及
」で
あ
る
。条
例
施
行
後
、

１
年
半
が
経
過
し
た
中
で
も
、ま
だ
ま
だ

条
例
の
認
識
不
足
や
理
解
不
足
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。手
話
は
言
語
で

あ
り
、ろ
う
者
と
ろ
う
者
以
外
の
者
が
手

話
に
よ
り
意
思
疎
通
を
行
う
権
利
を
尊

重
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、市
に
は
手

話
を
使
用
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る

責
務
が
あ
る
。ま
た
、県
内
各
市
が
議
会

の
ネ
ッ
ト
中
継
を
行
っ
て
い
る
が
、ネ
ッ

ト
中
継
の
な
い
三
郷
市
に
お
け
る
、視
覚

や
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
々
に
対
す

る
タ
イ
ム
リ
ー
な
議
会
情
報
の
発
信
に

つ
い
て
、議
会
改
革
と
と
も
に
、市
と
し

て
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る

の
か
。

福
祉
部
長　

手
話
や
音
声
情
報
、文
字
情

報
を
用
い
た
議
会
情
報
を
含
む
行
政
情

報
の
発
信
、手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
、ヒ

ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
シ
ス
テ
ム
、点
字
、音

声
コ
ー
ド
、拡
大
読
書
器
な
ど
に
よ
る
情

報
保
障
が
考
え
ら
れ
る
。議
会
か
ら
の
依

頼
が
あ
っ
た
場
合
は
、担
当
と
し
て
協
力

し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問　

陸
上
競
技
場
問
題
。

議
員　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た

認
知
機
能
の
検
査
事
業
が
、検
査
を
行
う

側
、受
け
る
側
双
方
に
と
っ
て
費
用
面
や

検
査
手
順
等
の
手
軽
さ
か
ら
、近
年
注
目

を
集
め
て
い
る
。一
例
を
挙
げ
る
と
、国

立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し

た
Ｎ
Ｃ
Ｇ
Ｇ-

Ｆ
Ａ
Ｔ
と
い
う
認
知
機
能

評
価
ア
プ
リ
が
あ
る
。こ
の
ア
プ
リ
を
活

用
し
て
認
知
機
能
検
査
を
行
っ
て
い
る

自
治
体
で
は
、手
軽
さ
に
加
え
認
知
症
の

早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
対
す
る
有
効
性

さ
ら
な
る
手
話
の
普
及
啓
発
と

促
進
の
た
め
に

等
か
ら
市
民
に
大
変
好
評
で
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。三
郷
市
に
お
い
て
も
、

認
知
症
の
か
た
や
そ
の
予
備
軍
の
か
た

に
対
す
る
施
策
と
し
て
導
入
す
べ
き
と

考
え
る
が
、市
の
見
解
は
。

福
祉
部
長　

認
知
症
は
、初
期
段
階
で
の

適
切
な
対
応
が
そ
の
後
の
進
行
抑
制
や
、

日
常
生
活
の
安
定
等
に
大
き
く
影
響
す

る
た
め
、早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。ア
プ
リ
の
利
用
に

よ
っ
て
、相
談
へ
の
動
機
づ
け
と
な
り
相

談
か
ら
認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応

に
繋つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

今
後
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
関
係

機
関
と
情
報
を
共
有
し
つ
つ
、導
入
を
検

討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

自
主
財
源
対
策
な
ど
。

議
員 

近
年
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い

る
。災
害
へ
の
意
識
や
知
識
を
高
め
る
こ

と
は
年
少
の
こ
ろ
か
ら
行
う
こ
と
で
一

層
高
い
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
、将
来

の
防
災
を
担
う
人
材
の
増
大
に
も
繋つ
な

が

る
。本
市
で
は
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
そ
の

役
割
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
が
、こ
れ
ま

で
の
成
果
と
今
後
の
展
望
は
。

消
防
長　

平
成
23
年
の
ク
ラ
ブ
発
足
後
、

例
年
様
々
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
が
、平

成
30
年
３
月
に「
特
に
優
良
な
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
」と
し
て
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
、日
本
消
防
会
館
に
お
い
て
活
動
事
例

を
発
表
し
て
い
る
。ク
ラ
ブ
員
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
努
力
と
頑
張
り
に
よ
り
、全

国
に
三
郷
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
名
を

轟と
ど
ろ

か
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。今
後
の
展
望

と
し
て
、設
立
目
的
で
あ
る
地
域
防
災
を

担
う
人
材
と
し
て
、災
害
を
予
防
で
き
る

社
会
人
に
な
れ
る
よ
う
育
成
し
て
い
く
。

ま
た
、将
来
は
消
防
団
に
入
団
し
て
い
た

だ
き
、地
域
に
貢
献
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
期
待
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　

２
０
２
０
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

て
。

認
知
機
能
評
価
ア
プ
リ
の導入

は

三
郷
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

素
晴
ら
し
い
成
果
と
今
後
の
展
望
は

議会傍聴における手話通訳

少年消防クラブによる放水訓練

議
員

議
員

福
祉
部
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

議
員

消
防
長

そ
の
他
の
質
問

福
祉
部
長
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害
を
受
け
、
公
共
施
設
等
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
点
検
や
児
童
生
徒
の
通
学
路
の
緊

急
点
検
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
所
有
者
に
対
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
等
を
活
用
し
、
注
意
喚
起
に

努
め
て
い
る
。
補
助
制
度
を
県
内
一
部

の
自
治
体
で
導
入
し
て
い
る
こ
と
は
把

握
し
て
い
る
が
、
本
市
で
は
ブ
ロ
ッ
ク

塀
を
生
け
垣
に
変
更
す
る
際
の
補
助
制

度
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
制
度
の
有
効
性

や
妥
当
性
な
ど
の
観
点
も
含
め
、
国
や

県
、
近
隣
自
治
体
等
の
動
向
を
注
視
し
、

担
当
部
局
と
連
携
し
て
調
査
・
研
究
し

て
い
く
。

議
員　

73
年
前
、
広
島
と
長
崎
に
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
日
に
平
和
式
典
が
行
わ

れ
て
い
る
。
今
で
も
世
界
に
は
約
１
万

５
千
発
の
核
兵
器
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
核
兵
器
で
威
圧
し
合
う
こ
と

は
、
果
て
し
な
い
核
軍
拡
の
道
を
歩
む

こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
。
被
爆
者
は「
あ

ん
な
ば
か
げ
た
戦
争
な
ん
て
も
う
い
か

ん
」
と
力
強
く
訴
え
続
け
て
お
り
、
記

録
の
伝
承
が
課
題
だ
。
本
市
に
お
い
て

も
積
極
的
に
平
和
へ
の
願
い
を
ア
ピ
ー

ル
す
べ
き
だ
が
、
①
平
和
首
長
会
議
加

保
有
し
て
い
る
。
公
用
車
の
用
途
及
び

安
全
な
運
行
を
妨
げ
な
い
程
度
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
選
挙
や
健
診

な
ど
公
用
車
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
ポ
ス
タ
ー

を
貼
っ
て
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

近
年
、
動
く
広
告
媒
体
と
し
て
広
告
掲

載
料
を
徴
収
し
て
い
る
自
治
体
も
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
他
市
の
事
例
を
参

考
に
、
掲
載
基
準
な
ど
課
題
の
整
理
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問　

災
害
対
策
な
ど
。

議
員　

大
阪
北
部
地
震
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀

が
倒
壊
し
、
小
学
４
年
生
が
亡
く
な
る

悲
し
い
事
故
が
起
き
た
。
通
学
路
の
安

全
確
認
と
児
童
生
徒
へ
ど
の
よ
う
に
注

意
喚
起
を
行
う
の
か
。
さ
ら
に
、
市
内

に
危
険
箇
所
が
あ
れ
ば
具
体
的
に
補
修
・

撤
去
を
行
わ
な
け
れ
ば
対
策
と
は
な
ら

な
い
。
危
険
と
み
ら
れ
る
箇
所
の
所
有

者
に
対
し
、「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
点
検

の
お
願
い
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

持
っ
て
対
策
を
お
願
い
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
そ
の
際
に
、
か
か
る
費
用
に
対

し
危
機
管
理
の
観
点
か
ら
補
助
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

環
境
安
全
部
長　

大
阪
北
部
地
震
の
被

一般質問

議
員　

三
郷
市
で
の
広
報
活
動
の
取
り

組
み
と
し
て
、
広
報
み
さ
と
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で

の
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な

ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
様
々
な
ツ
ー
ル

が
充
実
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

有
益
な
情
報
を
市
民
に
周
知
す
る
方
法

と
し
て
、
公
用
車
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
や

子
ど
も
の
見
守
り
・
選
挙
・
献
血
な
ど

の
ポ
ス
タ
ー
を
貼
る
こ
と
で
、
情
報
発

信
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
、
広
告
掲
載
料
の
自
主
財
源
確
保
と

な
る
た
め
、
安
価
な
初
期
投
資
で
取
り

組
め
る
。
公
用
車
を
活
用
し
て
の
広
告
・

広
報
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

企
画
総
務
部
長　

市
で
は
、
消
防
車
な

ど
を
除
き
、
約
１
０
０
台
の
公
用
車
を

盟
都
市
と
し
て
市
長
の
考
え
は
。
②
北

公
民
館
が
解
体
さ
れ
る
が
、
敷
地
内
に

設
置
さ
れ
た
非
核
平
和
宣
言
塔
を
な
く

さ
な
い
で
ほ
し
い
。

市
長　

①
昭
和
63
年
３
月
に
三
郷
市
非

核
平
和
都
市
宣
言
を
し
、こ
れ
ま
で
様
々

な
平
和
啓
発
事
業
を
継
続
的
に
実
施
し

平
和
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
き
た
。
今

後
も
様
々
な
年
代
の
市
民
に
対
し
、
平

和
啓
発
事
業
を
継
続
的
に
実
施
す
る
。

企
画
総
務
部
長　

②
北
公
民
館
・
北
児

童
館
の
解
体
工
事
に
伴
い
、
塔
は
一
旦

撤
去
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
解
体
工
事
後

は
、
跡
地
に
建
設
が
予
定
さ
れ
る
公
共

施
設
の
利
用
形
態
や
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
等
の
新
し
い
手
法
も
含
め
、
非

核
平
和
都
市
宣
言
の
効
果
的
な
啓
発
方

法
等
も
考
慮
し
な
が
ら
総
合
的
に
検
討

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

防
災
・
減
災
問
題
な

ど
。

公
用
車
を
活
用
し
た

広
告
・
広
報
を

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
確
認
と
診
断
・

撤
去
・
補
修
工
事
へ
の
補
助
制
度
は

非
核
平
和
宣
言
都
市
と
し
て
世
界
に

向
け
て
平
和
へ
の
願
い
ア
ピ
ー
ル
を

公用車に貼ってあるマグネットポスター

議
員

議
員

そ
の
他
の
質
問

環
境
安
全
部
長

議
員

そ
の
他
の
質
問

企
画
総
務
部
長

非核平和宣言塔（彦成地区文化センター）

企
画
総
務
部
長

市
長
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きらりとひかる田園都市みさと

を
原
因
と
す
る
肝
が
ん
の
死
亡
率
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。利
用
率

向
上
の
施
策
の
現
状
と
救
済
制
度
の
活

用
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

利
用
率
の
向
上
に
つ

い
て
は
、健
康
の
し
お
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
案
内
を
し
て
い
る
。さ
ら
に
陽

性
の
か
た
に
は
、専
門
医
療
機
関
に
つ
な

い
で
い
る
。救
済
制
度
で
は
、定
期
的
な

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
し
、埼
玉
県
の

助
成
に
つ
い
て
も
周
知
し
て
い
る
。ま

た
、未
受
診
者
等
へ
は
、受
診
勧
奨
を
実

施
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　

教
育
問
題
な
ど
。

議
員　

高
齢
者
の
方
々
が
、地
域
の
方
々

と
交
流
で
き
る
場
所
や
地
区
サ
ロ
ン
な

ど
に
活
用
で
き
る
場
所
を
、施
設
と
し
て

新
た
に
整
備
す
る
の
は
大
変
な
費
用
が

か
か
る
。ま
た
、地
区
サ
ロ
ン
を
開
設
す

る
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
負
担
で
あ

る
と
も
伺
っ
て
い
る
。そ
こ
で
、空
き
店

舗
や
空
家
を
改
修
し
、こ
う
し
た
施
設
な

ど
を
活
動
拠
点
と
し
て
利
活
用
で
き
な

い
か
と
考
え
る
。す
で
に
、草
加
市
で
は

空
家
と
な
っ
て
い
た
一
軒
家
を
活
用
し

て
、地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
高
齢
者

議
員　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
統

計
に
よ
れ
ば
、肝
が
ん
は
２
０
１
６
年
の

死
亡
数
が
多
い
部
位
と
し
て
、男
女
と
も

に
第
５
位
に
入
っ
て
い
る
。肝
炎
検
査
と

治
療
は
、市
民
に
と
っ
て
も
重
大
な
問
題

で
あ
る
。近
年
の
医
療
技
術
の
発
展
に
よ

り
、肝
炎
に
よ
る
肝
が
ん
へ
の
進
展
は
、

抑
止
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
。治
療
に
お

い
て
も
、イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
フ
リ
ー
治

療
が
主
流
と
な
っ
て
き
て
お
り
、２
０
１

７
年
に
発
表
さ
れ
た
新
薬
の
奏
効
率
は
、

従
来
薬
と
同
等
以
上
と
報
告
が
あ
り
、副

作
用
も
少
な
く
薬
で
治
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。制
度
の
利
用
率
を
上
げ
て

副
作
用
も
軽
減
さ
れ
つ
つ
適
切
な
治
療

に
繋つ

な

げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、Ｃ
型
肝
炎

肝
炎
の
検
査
及
び
治
療

救
済
制
度
の
周
知
を

空
き
店
舗
や
空
家
を
活
用
し
た

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
を

を
支
援
す
る
な
ど
、誰
も
が
立
ち
寄
れ
る

憩
い
の
場
を
オ
ー
プ
ン
し
た
と
報
道
さ

れ
た
。市
の
見
解
を
伺
う
。

福
祉
部
長　

地
区
サ
ロ
ン
は
、市
内
公
共

施
設
や
集
会
所
な
ど
で
開
催
し
て
お
り
、

必
要
に
応
じ
て
使
用
料
の
減
免
を
し
て

い
る
。空
家
な
ど
を
利
用
し
た
地
区
サ
ロ

ン
の
実
施
は
、本
市
の
空
家
状
況
の
把
握

な
ど
課
題
が
多
い
が
、他
市
の
事
例
を
注

視
し
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

三
郷
市
空
家

等
対
策
計
画
で
は
、「
空
家
等
の
活
用
に

関
連
す
る
支
援
策
の
周
知
・
検
討
」、「
地

域
で
の
空
家
等
の
活
用
支
援
」の
方
策
を

掲
げ
て
お
り
、関
係
機
関
な
ど
と
の
連
携

を
図
っ
て
い
く
。

他
の
質
問　
　
　

障
が
い
福
祉
な
ど
。

議
員　

本
市
は
西
側
を
中
川
、東
側
を
江

戸
川
が
流
れ
、そ
の
間
を
大
場
川
、彦
成

川
、第
二
大
場
川
が
流
れ
て
い
る
。こ
れ

ら
の
川
は
最
終
的
に
中
川
と
江
戸
川
に

合
流
し
て
い
る
。そ
し
て
、両
河
川
を
結

ぶ
三
郷
放
水
路
が
あ
る
。ま
た
、上
流
に

は
春
日
部
市
に
首
都
圏
外
郭
放
水
路
が

あ
る
。昨
今
の
気
象
状
況
で
は
、い
つ
ど

こ
で
な
に
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
こ

水
害
対
策国

・
県
と
の
連
携
は

と
も
あ
り
、記
録
的
短
時
間
大
雨
警
報

が
、ど
の
市
町
村
で
も
発
令
さ
れ
て
い

る
。上
流
あ
る
い
は
三
郷
市
近
辺
で
集
中

豪
雨
等
が
あ
っ
た
場
合
、市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

建
設
部
長　

中
川
や
江
戸
川
に
つ
い
て

は
、国
や
県
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い

る
。ま
た
、大
場
川
や
第
二
大
場
川
に
つ

い
て
も
排
水
機
場
を
設
置
し
、内
水
排
除

に
努
め
て
い
る
ほ
か
、潮
の
干
満
に
あ
わ

せ
て
新
大
場
川
水
門
を
開
閉
さ
せ
る
な

ど
、浸
水
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。今
後

も
引
き
続
き
、安
全
で
良
好
な
生
活
環
境

を
維
持
で
き
る
よ
う
水
害
対
策
に
努
め

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

障
が
い
者
雇
用
に
つ

い
て
な
ど
。

大場川上流排水機場（茂田井）

議
員

議
員

議
員

そ
の
他
の
質
問

市
民
生
活
部
長

そ
の
他
の
質
問

建
設
部
長

そ
の
他
の
質
問

福
祉
部
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

みさと市議会だより  第175号
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ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

②（
仮
称
）三

郷
北
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
組
合

設
立
準
備
会
で
は
、規
約
や
事
業
計
画
の

検
討
、コ
ン
サ
ル
と
の
業
務
委
託
契
約
に

つ
い
て
審
議
を
行
っ
て
き
た
。組
合
の
設

立
認
可
に
よ
り
、事
業
計
画
が
定
ま
る
ま

で
区
域
内
の
建
築
行
為
を
制
限
す
る
こ

と
は
困
難
な
た
め
、早
期
の
事
業
化
に
向

け
、地
権
者
な
ど
に
対
し
て
区
画
整
理
へ

の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、関
係
機
関
と

の
連
携
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

行
政
運
営
な
ど
。

付
し
て
い
る
。ま
た
、指
定
文
化
財
へ
の

理
解
・
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、郷

土
資
料
館
等
に
お
け
る
展
示
や
文
化
財

マ
ッ
プ
を
広
く
配
布
し
て
周
知
に
努
め

て
い
る
。②
建
物
は
、迎こ

う

攝し
ょ
う

院い
ん

観
音
堂
、延

命
院
虚
空
蔵
堂
、彦
成
小
学
校
講
堂
記
念

館
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
市
文
化
財
に

指
定
し
た
。ま
た
、古
民
家
に
つ
い
て
は
、

歴
史
的
価
値
や
評
価
、所
有
者
の
意
向
な

ど
の
多
く
の
課
題
が
あ
る
。今
後
も
地
域

に
埋
も
れ
た
文
化
財
の
情
報
収
集
や
調

査
と
文
化
財
保
護
の
充
実
に
努
め
る
。

市
民
生
活
部
長　

③
市
で
は
、文
化
協
会

を
通
じ
た
支
援
の
ほ
か
に
、創
作
活
動
の

発
表
の
場
と
し
て
、文
化
施
設
な
ど
を
利

用
す
る
際
に
は
援
助
を
行
っ
て
い
る
。今

後
も
様
々
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、文

化
・
芸
術
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
を

支
援
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問　

安
全
対
策
な
ど
。

議
員　

こ
の
事
業
は
、三
郷
中
央
地
区
の

区
画
整
理
事
業
に
続
き
、将
来
の
三
郷
市

に
と
っ
て
大
き
な
資
源
と
な
る
重
要
な

事
業
で
あ
る
。誘
致
企
業
に
お
い
て
、地

の
利
を
踏
ま
え
誘
致
先
に
好
条
件
な
環

境
を
整
え
れ
ば
、彦
糸
地
区
の
付
加
価
値

一般質問

そ
の
他
の
質
問

議
員　

今
年
６
月
１
日
に
国
の
文
化
財

保
護
法
が
改
正
さ
れ
、地
域
の
観
光
振
興

や
ま
ち
お
こ
し
に
繋つ
な

が
る
よ
う
文
化
財

の
保
存
・
管
理
に
対
す
る
財
政
措
置
が
拡

充
さ
れ
た
。そ
こ
で
、①
三
郷
市
の
取
り

組
み
は
。②
都
市
化
が
進
む
な
か
で「
三

郷
市
ら
し
さ
」と
し
て
建
物
と
古
民
家
等

も
保
護
す
る
考
え
は
。③
市
民
が
育
て
た

文
化
・
芸
術
の
さ
ら
な
る
援
助
は
。

生
涯
学
習
部
長　

①
市
で
指
定
し
て
い

る
文
化
財
の
保
存
・
活
用
を
図
る
た
め
、

文
化
財
所
有
者
に
対
し
、維
持
・
管
理
や

修
繕
、ま
た
継
承
の
た
め
の
補
助
金
を
交

三
郷
市
文
化
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に三郷市立彦成小学校講堂記念館

（三郷市指定文化財）

議
員

市
民
生
活
部
長

生
涯
学
習
部
長

は
向
上
し
優
良
企
業
を
市
が
選
ぶ
こ
と

も
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。①
市
長
の

具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
。②
昨
年
12
月
議

会
の
質
問
か
ら
９
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
る
。現
在
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
３

回
の
総
会
の
内
容
と
区
画
整
理
事
業
予

定
地
内
に
飲
食
店
の
出
店
計
画
が
あ
る

と
聞
い
て
い
る
が
、今
後
の
事
業
展
開
の

支
障
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

①
彦
糸
地
区
は
第
４
次
三
郷
市

総
合
計
画
に
お
い
て
、産
業
立
地
ゾ
ー
ン

と
し
て
位
置
づ
け
、工
業
地
域
と
し
て
の

土
地
利
用
の
誘
導
を
図
る
地
区
と
し
て

い
る
。計
画
的
な
土
地
利
用
を
促
す
た
め

に
も
早
期
の
事
業
化
を
目
指
し
て
お
り
、

優
良
な
企
業
の
進
出
は
雇
用
創
出
と
産

業
の
活
性
化
が
期
待
で
き
る
。今
後
も
人

に
も
企
業
に
も
選
ば
れ
る
魅
力
的
な
ま

ち
を
目
指
し
て
い
く
。

市
長

そ
の
他
の
質
問

彦糸地区の今後の開発は 

♦議会の詳細は「会議録」で
　三郷市議会ホームページ又は、市役所内の市政情報コー
ナー、図書館などで「会議録」を閲覧することができます。な
お９月定例会の会議録は11月下旬に更新する予定です。
▶�会議録速報版を公開…閉会から１か月を目安に、ホーム
ページにてＰＤＦ形式で公開していますので、ご覧くだ
さい。

URL　http://ssp.kaigiroku.net/tenant/misato/SpTop.html
三郷市議会　会議録 検索

彦
糸
地
区
区
画
整
理
事
業

の
進
捗
状
況
は

議
員

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
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きらりとひかる田園都市みさと

号 件　　　名 結果 21世紀 政志会 公明党 共産党 市民派 維新

議　
案

59 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

60 三郷市介護保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

61 三郷市重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ × ○ ○

62 三郷市児童クラブ設置及び管理条例及び三郷市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

63 平成30年度三郷市一般会計補正予算（第２号）
修正案 否決 × × × ○ × ×
原案 可決 ○ ○ ○ × ○ ○

64 平成30年度三郷市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
修正案 否決 × × × ○ × ×
原案 可決 ○ ○ ○ × ○ ○

65 平成30年度三郷市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

66 平成30年度三郷市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

67 平成30年度三郷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

68 平成29年度三郷市一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ × ○ ○

69 平成29年度三郷市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ × ○ ○

70 平成29年度三郷市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ × ○ ○

71 平成29年度三郷市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ × ○ ○

72 平成29年度三郷市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ × ○ ○

73 平成29年度三郷市上水道事業特別会計未処分利益剰余金の処分及び決算認定について
可決
及び
認定

○ ○ ○ × ○ ○

74 教育委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
員
提
出

75 三郷市議会会議規則の一部を改正する規則 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

76 児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮
問
1 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○

９月定例会の審議結果と賛否をお知らせします
○＝賛成　×＝反対

※このほか報告24件が提出されました。

※議長は採決に加わっていません。

会派名（人数） 所属議員名

21世紀クラブ⑻
岡庭　明、市川　文雄、菊名　裕、野村　徹、
逢澤　圭一郎、加藤　英泉、柳瀬　勝彦、
柴田　吾一

政志会⑸ 篠田　進、武居　弘治、佐藤　裕之、佐々木　修、
野村　浩之

公明党⑸ 中野　照夫（議長）、酒巻　宗一、鈴木　深太郎、
佐藤　睦郎、鳴海　和美

日本共産党⑷ 稲葉　春男、工藤　智加子、佐藤　智仁、
深川　智加

市民派クラブ⑴ 村上　香代子

日本維新の会⑴ 渡邉　雅人

審議結果と賛否

○�

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

小
川　

詠
二 

氏
（
早
稲
田
四
丁
目
）

○�

人
権
擁
護
委
員
を
適
任
と
し
ま
し

た
。

　

石
井　

秀
誉 

氏（
彦
倉
一
丁
目
）

　

中
村　

三
郎 

氏
（
早
稲
田
一
丁
目
）

人
事
案
件
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議会あれこれ

議案第63号　平成30年度三郷市一般会計補正予算（第２号）

◇補正予算に盛り込まれた主な事業◇

Q　システム改修の内容は。
A�　政府の女性活躍加速のための重点方針の通
知が総務省からあり、マイナンバーカードに
旧姓が併記できるよう改修を行う。

Q�　町会等防犯灯新設でのLED化進捗状況は。
また、LED化した町会の電気料金の削減率は。
A�　防犯灯の設置数は、平成29年度末で5,646灯
あり、うち2,803灯がLED化されており、率は
49.65％である。電気料金の削減について、去
年は半額近く削減となっている。今後、LED
化をしていない町会等にも進めていきたい。

Q�　ブロック塀を撤去し、フェンスを新設する
とのことだが、通学路についての対応は。
A�　調査の結果に基づき、通学路のどこまでが
危険かを地図に起こしている。

Q�　消防本部の訓練塔の修繕とのことだが、工
事スケジュールは。

A�　訓練塔工事は９月から行っており、その後
舗装工事を行う。舗装工事は来年の２月から
３月中旬を予定しており、約１か月間は塔を
使った訓練ができないため、南分署の仮設訓
練塔や北分署で訓練を行う。

○�「
21
世
紀
ク
ラ
ブ
」議
員
及
び「
日
本
維
新
の
会
」…
７

月
10
日
に
神
奈
川
県
大
和
市
の「
認
知
症
1
万
人
時

代
に
備
え
る
ま
ち 

や
ま
と 

宣
言
」及
び「
日
本
一
の

図
書
館
の
街（
文
化
創
造
拠
点
シ
リ
ウ
ス
）」に
つ
い

て
。

○�「
21
世
紀
ク
ラ
ブ
」議
員
…
７
月
12
日
に
新
潟
県
新
発

田
市
の「
食
と
み
ど
り
の
新
発
田
っ
子
プ
ラ
ン
」及
び

「
地
域
住
民
と
作
る
認
知
症
カ
フ
ェ
と
地
域
支
え
合

い
メ
イ
ト
の
育
成
」に
つ
い
て
。13
日
に
新
潟
県
三
条

市
の「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
独
自
サ
ー
ビ

ス
」及
び「
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
イ
三
条
の
推

進
」に
つ
い
て
。７
月
23
日
に
千
葉
県
柏
市
の「
い
じ

め
防
止
ア
プ
リ（
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ｉ
ｔ
）」に
つ
い
て
。

○�「
公
明
党
三
郷
市
議
団
」…
７
月
21
日
に
富
山
県
富
山

市
の「
ま
ち
な
か
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」に
つ
い
て
。

22
日
に
新
潟
県
上
越
市
の「
メ
イ
ド
・
イ
ン
上
越
推
進

事
業
」に
つ
い
て
。

○�「
電
子
図
書
館
」に
つ
い
て
…
７
月
20
日
に
兵
庫
県
西

宮
市
議
会
議
員
。８
月
17
日
に
千
葉
県
習
志
野
市
議

会
議
員
。

○�「
三
郷
市
陸
上
競
技
場・公
立
図
書
館・学
校
図
書
館
」

に
つ
い
て
…
８
月
24
日
に
佐
賀
県
武
雄
市
議
会
議

員
。

　

７
月
20
日
、西
日
本
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

方
々
に
対
し
、義
援
金
を
送
り
ま
し
た
。

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た

他
市
か
ら
の
行
政
視
察
が
あ
り
ま
し
た

義
援
金
を
送
り
ま
し
た

工事中の消防本部訓練場

トピックス

基幹業務システム管理事業

町会等防犯灯新設・電気料補助事業

消防・防災総合庁舎等維持修繕事業

小学校運営管理事業・中学校運営管理事業
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きらりとひかる田園都市みさと

各定例会の
主な審議内容

自分たちが選挙で選んだ議員さんたちが、
どんな仕事しているか１番分かる方法が議会
傍聴だと思うよ。

議員さんたちが、 市長さんに質問したり、
たくさん意見を伝えていたよ。

このあいだ、議会傍聴に行ってきたんだ。手続
きも簡単だったよ。

今度１２月に議会があるから、 私も傍聴に
行ってみよう。

市のホームページを見ると、 国や政府にも意見
を伝えているみたいだね。

市長さんが条例などの議案を提案して、
議会で決定しているのね。

３月定例会

当初予算、補正予算、条例

６月定例会

補正予算、条例

９月定例会

決算、補正予算、条例

12月定例会

補正予算、条例

※�他にも契約締結や委員の
選任（人事案件）等が審
議されています。

（
要
望
事
項
）

１�　

平
成
28
年
度
に
政
府
が
策
定
し
た

「
児
童
相
談
所
強
化
プ
ラ
ン
」を
拡
充

し
、市
町
村
に
お
け
る
児
童
虐
待
防
止

体
制
の
強
化
や
中
核
市
・
特
別
区
へ
の

児
童
相
談
所
の
設
置
も
加
え
た
児
童
虐

待
防
止
体
制
を
強
化
す
る
プ
ラ
ン
を
新

た
に
策
定
す
る
と
と
も
に
、地
方
交
付

税
措
置
を
含
め
た
必
要
な
財
源
を
速
や

か
に
講
ず
る
こ
と
。

２�　
子
ど
も
の
問
題
を
児
童
相
談
所
に
一

極
集
中
さ
せ
て
い
る
現
状
を
改
め
る
こ

と
。具
体
的
に
は
、児
童
相
談
所
と
市
町

村
の
役
割
分
担
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る

と
と
も
に
、施
設
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
民
間
機

関
・
団
体
や
他
の
行
政
機
関
等
と
の
連

携
を
強
化
し
て
役
割
分
担
・
協
働
を
加

速
す
る「
児
童
相
談
体
制
改
革
」を
行
う

こ
と
。

３�　
児
童
相
談
所
間
お
よ
び
児
童
相
談
所

と
市
町
村
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
は
、

仮
に
転
居
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、危
機

感
や
支
援
状
況
が
確
実
か
つ
迅
速
に
引

き
継
げ
る
よ
う
、引
き
継
ぎ
の
全
国
共

通
ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と
も
に
、全
国

か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
整

備
す
る
こ
と
。ま
た
、児
童
相
談
所
と
警

察
と
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
は
、必
要

な
情
報
が
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
確
実
に
共

有
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、適

切
か
つ
効
果
的
に
情
報
共
有
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
新
た
に
構
築
す
る
こ
と
。

４�　
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル「
１
８
９
」を
児

童
虐
待
通
告
に
限
定
し
、児
童
相
談
所

の
相
談
で
き
る
窓
口
に
つ
な
が
る
ま
で

の
間
に
未
だ
半
数
以
上
の
電
話
が
切
れ

て
い
る
実
態
を
速
や
か
に
検
証
・
分
析

し
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、児
童
相
談
所

へ
の
通
告
の
無
料
化
の
検
討
を
含
め
、

運
用
の
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

５�　

保
育
所
や
幼
稚
園
・
学
校
と
情
報
共

有
を
図
る
こ
と
。い
じ
め
防
止
対
策
と
同

様
、小
中
学
校
の
校
務
分
掌
に
虐
待
対
応

を
位
置
づ
け
、

対
応
す
る
組

織
を
明
確
化

す
る
と
と
も

に
、Ｓ
Ｓ
Ｗ
を

中
心
と
し
た

学
校
に
お
け

る
虐
待
対
応

体
制
を
整
備

す
る
こ
と
。

議
案
第
76
号
　
児
童
虐
待
防
止
対
策

の
さ
ら
な
る
強
化
を
求
め
る
意
見
書

国・
政
府
に
要
望

９
月
定
例
会
で
は
１
件
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

公益にかかわることについ
て、議会が意思決定機関と
して意見をまとめ、議決し、
国等の関係機関へ「意見書」
として要望などをすること

です。

「意見書」とは…

国・政府に要望

みさと市議会だより  第175号
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傍聴しませんか

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
　議会傍聴は、議会活動に触れる最も身近な方法です。
　本会議や委員会では、市民の皆様の生活に直接関わ
る重要な問題について、活発な議論が交わされますの
で、市政への理解を深めていただくためにも、市議会
の傍聴をしてみませんか。
問い合わせ　議会事務局　　☎048（930）7768

Ｑ．�議会はいつ傍聴できますか。
Ａ．議会は３月・６月・９月・12月に開催されます。
　　�詳しい日程は議会事務局にお問い合わせください。

Ｑ．�議会を傍聴したいのですが、どのような手続きをするのですか。
Ａ．�本会議は原則として、どなたでも傍聴ができます。通常は午

前10時から会議が開かれますので、７階傍聴席入口で氏名・
住所を記入してから傍聴してください。

　　�なお、委員会の傍聴は委員長の許可が必要となり、６階議会
事務局で受付します。

Ｑ．子どもと一緒に傍聴したいのですが。 
Ａ．�お子さんの傍聴も可能ですが、係員の指示に従っていただく

場合があります。 

Ｑ．車椅子でも、議会の傍聴はできますか。
Ａ．�車椅子のかたのためのスペース（３席）があります。 

Ｑ．三郷市議会では手話による傍聴は可能ですか。
Ａ．�議会傍聴で手話通訳または要約筆記を希望されるかたは、傍

聴希望日のおおむね14日前までに議会事務局までお申し込み
ください。

議会傍聴Ｑ＆Ａ

☆次回の定例会は12月に開かれます。10時から開会となります。

【平成30年12月定例会の予定】
月日 曜日 会議別

12月３日 月
本会議

12月５日 水

12月６日 木 委員会

12月11日 火

本会議
（一般質問など）

12月12日 水

12月13日 木

12月14日 金

・�

自
分
た
ち
が
選
ん
だ
議

員
の
方
々
が
ど
の
よ
う

に
仕
事
さ
れ
て
い
る
の

か
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

・�

手
話
通
訳
、
要
約
筆
記

の
情
報
保
障
を
準
備
し

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・�

子
ど
も
が
安
全
に
通
学

で
き
る
よ
う
に
今
後
も

お
願
い
し
ま
す
。

・�

三
郷
市
は
高
齢
者
だ
け

で
な
く
、
若
い
人
々
も

多
く
住
む
よ
う
に
な
り

子
ど
も
も
増
え
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
三

郷
市
の
発
展
に
期
待
し

ま
す
。

※�正式には、市長の招集告示を受け、
議会運営委員会を経て、開会日の
本会議で決定します。

傍聴席60席うち車椅子席３席

ひ
と
こ
と

議
会
傍
聴
者
の

15
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三郷市の発展
会社員　40代　中央在住

　三郷中央駅を中心に道路は整備さ
れ新しい住宅ができ、今まで以上
に、より一層住みやすくなった。と
あるランキングでも上位にランクイ
ンされ、今後もさらなる発展が期待
できる。仕事や旅行で車にて遠出を
する際も交通の便が良く高速に乗れ
ばあっという間に目的地へと着いて
しまう。電車の場合はTXですぐに
都内へ、また、反対方向の茨城にも
すぐに行けてしまう。
　商業施設も増えてきて「ららぽー
と」等へはよく買い物に行く。どれ
を挙げても満足であるが、強いて挙
げるならば、中央駅周辺にも商業施
設等ができると大変助かると感じる
ことだろうか。これから、お店が増
えてくれば、もっともっと快適で住
みよい街になるだろう。

旧下新田保育所跡地利用に思うこと
無職　60代　高州在住

　私の子どものひとりは、下新田保
育所で育ちました。時折、愚息を連
れ朝にこの保育所に預けに行ったこ
とを思い出します。この施設が無く
なると聞いたのは2016年。あの時は
寂しい思いをしました。
　その後、私は2017年に鷹野文化セ
ンターで行われた“第３次三郷市地
域福祉活動計画”について市民の声
を聴く会に参加し、跡地利活用に関
して多少のアイデアと意見を述べま
した。
　今年2018年、私は下新田保育所跡
地利活用事業が開始されるという
ニュースを聞きまして、とてもうれ
しく思いました。もしも可能なら、
この施設が皆で自由に利用できたら
いいなと考えます。

み
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と
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きらりとひかる田園都市みさと

この議会だよりは地球にやさしい再生紙と植物油インクを使用しています。

みさとスポーツフェスティバル2018（セナリオハウスフィールド三郷）

（内容）
　障害を理由とする差別の解消の推進に関
する法律の理念に基づき、障がい等の理由
により、本会議及び委員会において、起立に
よる表決が困難な場合、挙手などによる表
決ができるよう改正するものです。

三郷市議会会議規則を
一部改正しました。


